
高
等
学
校
教
科
書
に
採
録
さ
れ
る
古
文
テ
キ
ス
ト
の
日
本
語
学
的
研
究
|
徒
然
草
第
四
五
段
を
中
心
に
l

1
.
問
題
の
所
在

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
【
詮
土
に
よ
り
、
従
来
か
ら
古
典
(
古
文
・
漢
文
)
を
取

り
扱
っ
て
き
た
中
等
教
育
機
関
の
み
な
ら
ず
、
小
学
校
で
も
本
格
的
に
古
典
(
古

文
・
漢
文
)
が
教
材
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、

教
科
書
に
採
録
さ
れ
る
古
典
、
特
に
古
文
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
日
本
語
史
研
究

の
立
場
か
ら
考
察
し
て
い
く
。

教
科
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
古
文
テ
キ
ス
ト
の
多
く
は
、
注
釈
書
に
依
拠

し
て
い
る
。
ま
た
注
釈
書
は
、
信
頼
の
お
け
る
古
写
本
を
底
本
と
し
、
本
文
を
作

成
し
た
旨
が
凡
例
に
記
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
般
的
に
、
資
料
の
成
立
年
代
が
古
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
自
筆

本
や
成
立
時
代
に
近
い
資
料
(
写
本
)
が
現
存
す
る
も
の
が
少
な
く
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
こ
で
い
う
「
信
頼
で
き
る
」
古
写
本
と
は
、
諸
学
の
研
究
に
よ
っ
て

自
筆
本
へ
の
近
似
が
証
明
さ
れ
た
も
の
以
外
に
、
現
代
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
よ

り
流
通
し
た
テ
キ
ス
ト
を
有
す
る
も
の
を
指
す
場
合
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
、

資
料
の
成
立
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
に
、
何
度
か
の
転
写
を
経
た
テ
キ
ス
ト
で
あ

る
場
合
も
あ
る
。

「
転
写
」
に
も
、
様
々
な
レ
ベ
ル
が
あ
る
。

例
え
ば
、

土
左
日
記
は
紀
貫
之
自

万

回

絵

美

子

筆
本
が
現
存
し
な
い
が
、
そ
れ
を
忠
実
に
書
写
し
た
と
さ
れ
る
藤
原
為
家
本
、
更

に
為
家
本
を
忠
実
に
書
写
し
た
と
さ
れ
る
青
府
知
書
屋
本
が
存
す
る
。
一
方
で
、
転

写
を
行
う
際
に
、
他
の
写
本
と
校
合
す
る
書
写
者
が
い
た
こ
と
も
、
現
存
す
る
諸

写
本
か
ら
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
本
文
の
傍
ら
に
振
り
仮
名
・
振
り
漢
字
・

声
点
・
濁
音
符
・
語
句
の
注
釈
な
ど
を
加
え
た
資
料
も
存
す
る
。

も
ち
ろ
ん
、
資
料
に
よ
っ
て
状
況
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
成
立
・
書
写
・
転
写

の
関
係
か
ら
、
当
該
資
料
(
例
え
ば
土
左
日
記
)
の
古
写
本
で
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
、
原
作
者
の
記
し
た
文
字
や
こ
と
ば
が
そ
の
ま
ま
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
は
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
が
呂

に
し
て
い
る
古
文
テ
キ
ス
ト
は
注
釈
が
重
ね
ら
れ
た
、
い
わ
ば
「
改
変
」
さ
れ
た

テ
キ
ス
ト
な
の
で
あ
る
。

初
・
中
等
教
育
機
関
で
使
用
さ
れ
る
教
科
書
に
は
、
こ
の
よ
う
な
書
写
本
を
底

本
と
す
る
注
釈
書
の
本
文
に
基
づ
い
た
古
文
テ
キ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
こ
の
古
文
テ
キ
ス
ト
は
、
注
釈
書
の
本
文
を
様
々
な
レ
ベ
ル
で
「
改
変
」

し
た
も
の
な
の
で
あ
る
互
主
。
例
え
ば
、
現
行
の
教
科
書
で
は
、
も
と
も
と
漢
字

だ
け
で
書
か
れ
て
い
た
文
献
(
例
:
・
古
事
記
)
や
、
漢
字
と
片
仮
名
で
書
か
れ
て

い
た
文
献
(
例
:
・
今
昔
物
語
集
)
も
、
全
て
漢
字
と
平
仮
名
を
用
い
て
、
書
き
記

さ
れ
て
い
る
。

(13 ) 



本
稿
で
は
、
現
行
の
高
等
学
校
「
国
語
総
合
」
教
科
書
を
調
査
し
、
ど
の
よ
う

な
古
典
作
品
の
、
ど
の
章
段
が
採
録
さ
れ
て
い
る
か
を
整
理
し
た
上
で
、
そ
の
内

の
一
を
取
り
上
げ
、
教
科
書
の
古
文
テ
キ
ス
ト
が
ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
「
改
変
」

さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
問
題
を
含
む
も
の
な
の
か
を
検
討

し
て
い
く
。

2
.
高
等
学
校
「
国
語
総
合
」
教
科
書
に
お
け
る
古
文
テ
キ
ス
ト
の
採
録
状
況

文
部
科
学
省
が
公
開
し
て
い
る
教
科
書
目
録
(
宮
号
込
者
名
戸
E
O己
-mo
右¥胆
l
g
g
z

¥
m
g
g
c
h可
o
c
r
a
z
o
言
巳
己
l
m
M
-
Z
S
)

に
よ
る
と
、
平
成
二
二
年
度
使
用
教
科
書

の
う
ち
、
高
等
学
校
で
必
履
修
で
あ
る
「
国
語
総
合
」
の
教
科
書
は
、
二
三
種
二

七
冊
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
古
文
教
材
を
収
録
し
た
二
三
冊
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
古
典
作
品
の
、
ど
の
章
段
が
採
録
さ
れ
て
い
る
の
か
調
査
し
た
。
【
表
1
】

と
し
て
掲
げ
る
。

【表
1
】
高
等
学
校
「
国
語
総
合
」
教
科
書
に
採
用
さ
れ
る

古
文
作
品
お
よ
び
採
録
箇
所
・
章
段

〔
凡
例
]

一
、
古
典
作
品
は
成
立
年
代
順
に
並
べ
た
。

一
、
一
作
品
か
ら
章
段
が
複
数
採
録
さ
れ
る
場
合
は
、
採
録
数
が
多
い
順
に
表
に

組
み
込
ん
だ
。

て
採
録
箇
所
は
一
般
的
な
章
段
名
や
章
段
番
号
を
示
し
た
。

一
、
表
の
煩
雑
を
避
け
る
た
め
、
教
科
書
は
あ
ら
か
じ
め
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
し
て
【
表

l
】
に
組
み
込
ん
だ
。
表
中
の
教
科
書
番
号
は
(
注
3
)
に
示
す
。

成立 作品 章段など j;it録数 教科書の採録状況

1 1 2 3 1 4 5 1 6 7 1 8 9 1 10 11 1 12 13 1 14 151 16 17 1 IR 19120 21 1 22 23 
似のおひたち 17 010 010 010 010 010 010 O 010 010 

竹取物館 TIiの嘆き b O O O 010 
天の羽衣・姫の昇天 D O 010 O O 

6 16 O 010 010 O O 010 010 010 010 O 
9 16 010 010 O 010 へ O 010 010 O 010 O 

23 15 O O 010 010 010 010 010 O 010 
24 4 010 O O 

伊勢物l!i
84 3 O O O 

4 O 

83 O 

125 O 
門出(十月ー十臼) 14 O 010 010 010 O 010 010 O O 
帰京{一月十六日} 10 O O O O O O 010 O O 
忘れ貝(一月四日) 4 O O O O 

土左目lc 亡子{十一月 J 卜じ日) 3 O O O 
かLらの官 t一月二十ー日} 2 O 。
阿倍仲麻呂{一月二1-1]) O 

平安時代 tJt取りの心はやl'の御心 O 
(二ij1i: 0) 

大和物語 I'I'つ白波 2 O O 
J子 3 010 O 
21'0 2 O O 

26 O 

~ 1 O 

9R O 

枕草子 122 O 

123 O 

1-1-1 O 

207 O 

230 O 

:!32 に)

史級日記 竹芝.Jj" と)

~J~~(/) 史 1 O 。。
今g:4均約書、 検JI・j!H古Jど珂l eー. Lノ O 

~(i'I:.IJl I 'コ

( 14) 



成立 作品 章段など 採録数 教科書の係録状況

3 1 4 ; 1 6 7 1 R 9 1 10 11 1 12 13 1 14 I~ 1 16 171 IR 19120 21 122 2~ 

木曾の最期 15 O o 、 o 010 010 O 010 010 O 。 O 
ほ園精舎 9 010 O O O O O 010 

平家物lfi 字治川の先陣 3 O O O 
敦盛の最期 O 

能登殿最期 O 
稚児の空語 17 OICJ 010 O 010 010 010 O 010 010 
絵仏師良秀 B O O 010 010 ，、ーJ、 O 

検非違使忠明 " O O 010 O 
田命的哩鉱の殴る金見てi1，ニと rぜ、

後の千金のこと O 

宇治姶遺物語 頭の雪 O 

尼、地蔵を見書まること O 

百鬼夜行 O 

P青明の許iくらべ O 

小野重の広才 O 

電{蔵人得業恵印} O 
母子1長 2 o O 

d今.1i開銀 竹生島の水練 O 
手総が従管主的矢先企はづすこと O 

1 ・ ~)II抄
大江山 6 tJ 仁} O 010 O 

顕宗とL、ふ笛吹き O 
ねずみの附どり 3 010 O 

i'J>.fi!l! 児の知恵 2 010 

いみじき成敗 O 
1ヤ・ 11 O 010 010 010 () I CJ 。o
236 10 。 。。 O O 010 。 O 。
52 7 。。o 010 。 円、J

自9 7 。っ 010 010 。
跡$t時代 92 6 010 O 010 O 

109 6 010 010 010 

137 6 、J、 O 010 O ，-齢J 

45 。 u 010 O O 

51 a 010 r、v旬，、 O O 

11 r、J、 O O O 

189 3 O O O 

19 2 O O 

32 2 O O 

41 2 O 。
59 2 r 、J o 

依然倍
71 2 f、J、 1.] 

117 2 。 O 
188 2 O O 

12 。
29 こ)

31 。
53 O 

68 O 

R8 。
141 。
150 O 

152 O 

155 O 

185 O 

2~3 O 

方丈記
ゆく河の流れ 与・ 、r、ノ O 

安元の大火 O 

(')t的1足物詩
I唱と犬のニと

嶋と餓 。
日"休ぱなし 太政の皮{胞なし) 。

旅立 20 。ζ} ()IO 。(コ o 010 010 010 010 010 010 O 
平泉 19 010 010 010 、戸J、 010 010 010 010 O 010 O 

立石寺 11 O 。 010 010 O 010 。 o 
大垣 に】 010 '-'， 、

iU;H与(¥: 奥の細j{j
nr.をwm~ 2 :-) O 

IiU:) 11 2 O O 

白河の関 O 

敦賀 。
常1[11堤絞 山吹の1~ O 

折たく柴の記 利根と気tR O 

花月車紙 両聞の蛇 O 

( 15 ) 



【表
l
】
よ
り
、
調
査
し
た
全
て
の
教
科
書
に
、
徒
然
草
お
よ
び
奥
の
細
道
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
特
に
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代

に
か
け
て
成
立
し
た
作
品
が
、
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
国
語
総
合
で
教
材
化
さ
れ
る
箇
所
は
、
作
品
に
よ
っ
て
は
限
定
的
な
も

の
で
あ
る
こ
と
も
分
か
る
。
例
え
ば
、
伊
勢
物
語
は
、
調
査
し
た
二
三
冊
中
、
二

O
冊
の
教
科
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
国
語
総
合
の
教
科
書
に
採
録
さ
れ

て
い
る
の
は
全
一
二
五
段
中
八
段
に
過
ぎ
ず
、
特
に
、
第
六
段
(
「
芥
川
」
)
、
第

九
段
(
「
東
下
り
」
)
、
第
二
三
段
(
「
筒
井
筒
」
)
の
三
段
に
偏
っ
て
採
録
さ
れ
て

い
る
。そ
れ
に
対
し
て
、
全
て
の
国
語
総
合
の
教
科
書
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
徒
然

草
は
、
全
二
四
三
段
中
三

O
段
(
序
段
を
含
む
)
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
【
表
1
】

よ
り
、
序
段
が
最
も
多
く
の
教
科
書
に
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
以
下
、

第
二
四
三
段
(
十
冊
)
、
五
二
段
・
八
九
段
(
以
上
七
冊
)
九
二
段
・
一

O
九
段

・
一
三
七
段
(
以
上
六
冊
)
が
、
採
録
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
章
段
で
は
あ
る
が
、

伊
勢
物
語
ほ
ど
に
、
偏
っ
た
章
段
を
採
録
す
る
状
況
と
は
い
え
な
い
。

ど
の
作
品
に
つ
い
て
も
、
教
科
書
・
注
釈
書
・
古
写
本
の
異
同
の
問
題
は
存
在

す
る
で
あ
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
教
科
書
を
調
査
し
た
中
で
最
も
多
く
の
章
段
が
採

録
さ
れ
て
い
た
徒
然
草
に
つ
い
て
、
以
下
で
検
討
し
て
い
く
。

3
.
依
拠
注
釈
書
と
教
科
書
の
比
較

各
教
科
書
は
、
ど
の
よ
う
な
注
釈
書
に
依
拠
し
な
が
ら
、
徒
然
草
の
本
文
を
作

成
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
依
拠
し
た
注
釈
書
を
、
教
科
書
ご
と
に
ま
と
め
る
。

【表

2
】
依
拠
注
釈
書
と
教
科
書
の
関
係

(
教
科
書
番
号
は
(
注

3
)
を
参
照
の
こ
と
)

不 波西 蔵随 本神 眼目神 西
教

明
庖書 尾実 間 古典 秀夫田

蔵本田
徒然 尾実
科書随古秀

記文 聞典夫 草校
一安良 学・ 記文 』注 カ1

九 歎全永 学永
岩『 依拠八鹿 異』抄 生乏μ 積安明 歎 ~二 積安 波 日 し

ま同 校作 色異抄= ι 究守守 明 書 本古 た

小方安良 庖 典 注
思注 (小方安良 釈

新
学丈 一文 書
館記康岡 学丈岡 九戸十'-'. 
訂 館記康 玉 大

一案草 作
作 系

徒然
九校 然徒 校 1233 
七.注 九草注
草 一正訳 九.訳 方
島=)法『

玉正『新 丈
*王J 眼目 )法 記

非(烏 全(烏 全(烏 研(烏 注
明所丸 集本 日丸 集日丸 究東丸 釈書 l 
示蔵光 本光 本本光 室大光 の
)機広 )古広

) 典古 広本 蔵国広 底
関本 典本 )語本 本

19 8 21 16 7 15 9 3 教
科

20 13 22 17 10 2 12 4 書

18 23 1.1 6 14 5 番. 号

(16 ) 

【表
2
】
よ
り
、
注
釈
書
が
不
明
な
教
科
書
が
あ
る
も
の
の
、
徒
然
草
の
場
合

は
、
四
種
の
注
釈
書
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
各
注
釈
書
の
凡

例
で
底
本
と
な
っ
た
注
釈
書
を
確
認
す
る
と
、
所
蔵
機
関
は
異
な
る
も
の
の
、
烏

丸
光
広
本
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
な
お
烏
丸
光
広
本
は
、
徒
然
草
諾

本
中
、
代
表
的
な
流
布
本
と
い
わ
れ
る
版
本
で
、
下
冊
に
は
慶
長
一
八
(
一
六
一

一
二
)
年
に
権
中
納
言
烏
丸
光
広
が
校
訂
し
た
旨
の
奥
書
を
有
す
る
資
料
で
あ
る
。



3.1 

注
釈
書
と
教
科
書
の
比
較

l
第
四
五
段
を
例
と
し
て
|

と
こ
ろ
で
、
教
科
書
に
採
録
さ
れ
て
い
る
徒
然
草
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
書
を
見

比
べ
る
と
、
い
く
つ
か
の
異
同
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
こ
で
は
、
五
冊
の
教
科
書
に
採
録
さ
れ
て
い
る
第
四
五
段
(
「
公
世
の
二
位

の
せ
う
と
に
」
)
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
第
四
五
段
を
採
録
す
る
教
科
書
は
、

2・

6
・
7
・
8
・
日
の
五
冊
で
あ
る
。

8
以
外
は
、
新
全
集
本
の
本
文
に
依
拠

し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ま
ず
、
新
全
集
本
の
本
文
を
左
に
引
く
(
出
版

社
が
同
じ

6
・
7
が
新
全
集
本
の
本
文
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
、

8
も
恐
ら
く
新

全
集
本
に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
)
。

可、

t
、
h
、h
司、
h
司、・

1
t、
t
、
t
i
z
h、・
1
1、
t
、‘司、‘司、-司、.司、.司、ー、‘司、

t
i司、
a

一

第

四

五

段

-

F

キ

ン

ヨ

に

ゐ

り

ゃ

う

が

〈

そ

司

ヲ

じ

ゃ

う

き

は

め

は

ら

'

山
公
世
の
二
位
の
せ
う
と
に
、
・
良
覚
僧
正
と
聞
え
し
は
、
極
て
腹
あ
し
き
人
な
…

a

ば

う

か

た

は

ら

え

え

の

き

の

そ

う

じ

ゃ

う

a

F

り
け
り
。
坊
の
傍
に
、
大
き
な
る
榎
の
木
の
あ
り
け
れ
ば
、
人
、
「
榎
木
僧
正
」
と
F

，

し

h
e

す
ご
一
品
ひ
け
る
。
こ
の
名
見
る
べ
か
ら
ず
と
て
、
か
の
木
を
き
ら
れ
に
け
り
。
そ
の
根
の
一

は

ら

た

'

ほ
り
け
の
そ
う
a

一
あ
り
け
れ
ば
、
「
き
り
く
ひ
の
僧
正
」
と
言
ひ
け
り
。
い
よ
い
よ
腹
立
ち
て
、
き
り
く
ひ
山

τ堀
り
捨
て
た
り
け
れ
ば
、
そ
の
跡
大
き
な
る
堀
に
て
あ
り
け
れ
ば
、
「
堀
池
僧
一

'vレ魚
、
一
ヲ

E

正
」
と
ぞ
き
ロ
ひ
け
る
。
(
新
全
集
本
・
一
一
七
頁
)

st、
t
、
t
、
t
、・

1
t、ー、
t
、
t
、
t
、・

1
t、‘司、・
1・司、・
1
t、
t
、‘司、‘司、

t
、‘‘、

t
、
s

新
全
集
本
の
テ
キ
ス
ト
と
、
各
教
科
書
の
テ
キ
ス
ト
を
見
比
べ
て
み
る
と
、

(
ア
)
語
句
の
異
同
、
(
イ
)
表
記
の
異
同
な
ど
が
指
摘
で
き
る
在
1
0

例
と
し

て
、
(
ア
)
(
イ
)
が
指
摘
で
き
る
教
科
書
を
次
に
引
く
(
(
ア
)
(
イ
)
を
そ
れ
ぞ

れ
指
摘
し
、
該
当
箇
所
に
線
を
付
し
た
)
。

可
、

t
、・

1
t、，司、
t、
t
、
t
、-司、.司、

h
、・

1・司、-司、.司、
h
・、

1、
t
、
t
、
t
、
t
、-町、
h.、a，
 

一(題
)
M
M
h
-
の
ニ
位
の
日
J
U
に

，

l
』

l
l
B

り
ゃ
う
が
く
そ
う
じ
ゃ
う

p
i
l
l
-
-
B
'
ト
-

一
公
世
の
ニ
位
の

2
兄
人
に
、
良
党
僧
正
と
聞
こ
え
し
は

:
1極
め
て
腹

2
三

l
l
l

ぇ

戸
し
さ
人
な
り
け
り
。
坊
の
《
イ
v

傍
ら
に
、
大
き
な
る
榎
の
木
の
あ
り
け
れ
ば
、
人
、
「
【
イ
一

一
樹
叫
村
叫
側
副
」
と
ぞ
き
ロ
ひ
け
る
。
こ
の
名

Z
U川
引
吋
什
叶
刊
と
て
、
か
の
木
を
切
ら
-

一
れ
に
け
り
。
そ
の
字
耐
の
あ
り
け
れ
ば
、
「
切
り
く
ひ
の
僧
正
」
と
一
昌
ひ
け
り
。
い
よ
い
一

一
ょ
腹
立
ち
て
、
切
九
円

J
i堀
り
捨
て
た
り
け
れ
ば
、
そ
の
跡
大
き
な
る
堀
に
て
あ
F

，
 

一
り
け
れ
ば
、
「
2
削
剥
州
制
副
」
と
ぞ
言
ひ
け
ず
む
。
(
教
科
書
番
号
2
)

一

，t
、
t
、
t
、・

1
h、
h
i
z
Bミ
t
、
1
、‘司、

t
、
t、
tiz--、‘司、-司、
h
iミ
1、ー、
t
、E

左
で
示
し
た
教
科
書
本
文
を
見
比
べ
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
注
釈
書
と
当
該

教
科
書
に
は
次
の
異
同
が
あ
る
。

(
ア
)
語
句
の
異
同

(
i
)
「
根
」
・
「
株
」

(17) 

(
イ
)
表
記
の
異
同

漢
字
表
記
と
仮
名
表
記
の
問
題

(
i
)
「
せ
う
と
」
・
「
兄
人
」
、
?
と
「
あ
し
き
」
・
「
悪
し
き
」
、
(
…

m)
「鉄山

る
」
・
「
し
か
る
」

送
り
仮
名
の
問
題

(
i
)
「
極
て
」
・
「
極
め
て
」
、
(

h

U

)

「
傍
」
・
「
傍
ら
」
、
(
…
山
)
「
擾
木
僧
正
」

・
「
榎
の
木
の
僧
正
」
、

(
-
W
)

「
堀
池
僧
正
」
・
「
堀
池
の
僧
正
」

右
の
比
較
か
ら
、
注
釈
書
に
依
拠
し
た
旨
が
明
記
さ
れ
た
古
文
テ
キ
ス
ト
で
あ

っ
て
も
、
実
は
、
注
釈
書
の
テ
キ
ス
ト
を
更
に
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。



3.2 

語
句
『
改
変
」
の
妥
当
性
|
「
ネ
(
根
)
」
『
カ
ブ
(
株
)
』
に
つ
い
て
|

で
は
、
特
に
(
ア
)
語
句
の
異
同
に
つ
い
て
、
日
本
語
史
研
究
の
立
場
か
ら
、

考
え
て
み
る
。

ま
ず
、
両
語
を
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
(
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ツ
ジ
版
)
韮
旦
で
引
く

と
、
左
の
よ
う
に
あ
る
。

『
ネ
(
根
)
」

①
高
等
植
物
の
基
本
的
な
器
官
の
一
つ
。
普
通
は
地
中
に
あ
っ
て
、
植
物
体
の
支

持
お
よ
び
、
水
と
栄
養
分
の
吸
収
を
主
な
機
能
と
す
る
。
一
般
に
先
端
に
根
冠

と
根
毛
を
持
つ
。
通
常
の
働
き
を
す
る
も
の
の
ほ
か
、
水
根
、
気
根
、
呼
吸
根
、

同
化
根
、
寄
生
根
な
ど
の
変
態
根
が
あ
る
。

*
古
事
記
〔
七
三
己
下
・
歌
謡
「
纏
向
の
日
代
の
宮
は
〈
略
〉
竹
の
泥
の

泥
足
る
宮
木
の
泥
の
泥
蔓
ふ
宮
」

*
万
葉
〔
八
C
後
〕
一
九
・
四
一
五
九
「
磯
の
上
の
都
万
麻
を
見
れ
ば
根
を
延

へ
て
年
深
か
ら
し
神
さ
び
に
け
り
〈
大
伴
家
持
ご

*
後
撰
〔
九
五
一
l
九
王
三
頃
〕
恋
四
・
八
四
四
「
枝
も
な
く
人
に
折
ら
る
る

女
郎
花
ね
を
だ
に
残
せ
植
ゑ
し
我
が
た
め
〈
平
希
世
ご

*
大
鏡
三
二

C
前
〕
一
・
後
一
条
院
「
う
ゑ
き
は
、
根
を
お
ほ
し
て
つ
く
ろ

ひ
お
ほ
し
た
て
つ
れ
ば
こ
そ
、
枝
も
し
げ
り
て
、
こ
の
み
も
む
す
べ
や
」

*
色
葉
字
類
抄
〔
一
一
七
七
l

八
一
〕
「
根
ネ
草
木
本
也
」
(
以
下
省
略
)

②
物
の
基
礎
と
な
り
、
そ
れ
を
形
づ
く
る
根
本
と
な
る
部
分
。
ね
も
と
。
つ
け
ね
。

(
用
例
省
略
)

@
裏
面
に
か
く
さ
れ
た
本
性
。
ま
た
、
そ
の
結
果
を
誘
引
し
た
原
因
。

(
イ
)
こ
と
の
起
こ
り
。
起
源
。
も
と
。
根
本
。
原
因
。
根
拠
。
ね
も
と
。

*
源
氏
〔
一

O
O
一
l

一
四
頃
〕
紅
梅
「
同
じ
花
の
名
な
れ
ど
、
梅
は
生
ひ
出

で
け
む
ね
こ
そ
哀
な
れ
」

*
徒
然
草
〔
一
三
三
一
頃
〕
九

(
以
下
省
略
)

「
愛
著
の
道
、

そ
の
根
ふ
か
く
、
源
と
ほ
し
」

「
カ
ブ
(
株
)
」

①
植
物
の
根
も
と
。

(
イ
)
木
を
切
っ
た
後
に
残
っ
た
幹
ま
た
は
根
。
き
り
か
ぶ
。
く
い
ぜ
。

*
王
塵
抄
〔
一
五
六
三
〕
一

O
「
枯
れ
朽
た
木
の
か
ぶ
に
芝
菌
の
く
さ
び
ら
が

は
ゆ
る
ぞ
」

*
日
葡
辞
書
〔
一
六

O
=
7
0
四
〕
「
の
与
ロ
〈
訳
〉
伐
採
し
た
あ
と
に
残
る
樹

木
や
竹
な
ど
の
幹
」

*
男
重
宝
記
(
元
禄
六
ご
六
九
三
〕
)
三
・
二
「
鉢
に
椅
を
い
け
て
心
を
さ

す
な
り
。
椅
一
つ
の
と
き
は
、
鉢
の
中
ず
み
に
立
て
、
む
か
ひ
よ
り
心
を
た

て
出
す
な
り
」

(
ロ
)
植
物
の
何
本
に
も
な
っ
た
根
も
と
。
株
立
ち
。

*
御
湯
殿
上
日
記
=
文
明
一
八
〔
一
四
八
六
〕
年
正
月
八
日
(
頭
書
)
「
う
ち

の
ち
お
ん
院
よ
り
、
な
ん
て
ん
の
か
ふ
と
も
あ
ま
た
ま
い
る
」

*
俳
詰
・
続
猿
蓑
三
六
九
八
〕
春
「
掘
お
こ
す
つ
つ
じ
の
株
や
蟻
の
よ
り
〈
雪

芝
ご

*
附
本
・
露
休
置
土
産
〔
一
七

O
七
〕
二
・
四
「
方
々
に
ぼ
た
ん
あ
れ
共
、
貴

様
の
程
い
ろ
い
ろ
の
か
ぶ
持
ち
た
る
人
は
な
し
」
(
以
下
省
略
)

(18 ) 

「
日
本
国
語
大
辞
典
」
は
、
「
そ
の
語
、
ま
た
は
語
釈
を
分
け
た
場
合
は
、
そ

の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
古
い
と
思
わ
れ
る
も
の
」
(
第
二
版
・
凡

例
・
七
頁
)
を
用
例
と
し
て
採
用
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
語
の
用
例
や
所

収
資
料
を
見
れ
ば
、
い
つ
頃
に
(
い
つ
頃
か
ら
)
使
用
さ
れ
て
い
た
語
で
あ
る
の



か
、
追
確
認
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
大
凡
の
見
当
が
つ
く
。

ま
ず
、
「
ネ
(
根
ご
は
、
古
事
記
・
万
葉
集
で
の
用
例
が
挙
が
っ
て
い
る
た
め
、

上
代
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
、
「
カ
ブ
(
株
)
」
は
、
挙
が
っ
て
い
る
中
で
古
い
資
料
で
あ
っ
て
も
一
五

世
紀
後
半
の
資
料
(
御
湯
殿
上
日
記
)
で
、
意
味
用
法
と
し
て
、
徒
然
草
の
当
該

箇
所
と
一
致
す
る
用
例
は
、
一
六
世
紀
半
ば
の
資
料
(
玉
塵
抄
)
が
挙
が
っ
て
い

る
。
以
上
、
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
か
ら
用
例
を
拾
っ
て
み
る
と
、
「
カ
ブ
(
株
ご

は
室
町
時
代
に
は
使
用
さ
れ
て
い
た
語
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
古
辞
書
類
で
は
、
「
カ
ブ

(
株
ご
と
い
う
語
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
色
葉
字
類
抄
(
三

巻
本
)
に
「
カ
プ
」
の
項
は
な
く
、
類
衆
名
義
抄
(
観
智
院
本
)
の
「
株
」
字
に

「
カ
プ
」
の
訓
は
な
い
の
で
あ
る
(
左
参
照
)
。

株

音
諒

2

ニE

タ

{上
)

A

上】

7

・
A

上
濁
}

ケ

ノ

レ

』

+

』類
来
名
義
抄
(
観
智
院
本
)
仏
下
本
・
四
八
表
四

ま
た
、
築
島
裕
編
『
訓
点
語
葉
集
成
』
(
汲
古
書
院
二

O
O七
l

二
O
O九
)

で
「
カ
ブ
」
の
項
お
よ
び
「
株
」
に
付
訓
さ
れ
る
語
在
旦
を
調
べ
た
が
、
「
カ
プ

(
株
ご
と
い
う
語
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
宮
島
達
夫
編
『
笠
間
索

引
叢
刊
4
古
典
対
照
語
い
表
』
(
笠
間
書
院
一
九
七
こ
で
も
、
「
カ
ブ
(
株
ご

と
い
う
語
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
。

「
カ
プ
(
株
ご
と
い
う
語
が
、
一
体
、
い
つ
頃
か
ら
使
用
さ
れ
た
語
で
あ
る

の
か
、
改
め
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
、
徒
然
草
を
著

述
し
た
と
さ
れ
る
兼
好
が
活
動
し
た
時
期
の
資
料
か
ら
は
、
「
カ
ブ
(
株
ご
と
い

う
語
の
使
用
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
在
エ
。

4
.
本
稿
の
ま
と
め

本
稿
で
は
、
注
釈
書
に
依
拠
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
教
科
書
の
古
文
テ
キ
ス

ト
で
あ
っ
て
も
、
語
句
・
表
記
レ
ベ
ル
で
様
々
な
「
改
変
」
が
行
わ
れ
る
一
例
を

示
し
た
。
他
の
教
科
書
で
は
、
第
四
五
段
に
つ
い
て
、
改
行
に
よ
っ
て
段
落
を
示

し
た
り
、
心
情
を
表
す
部
分
に
鈎
括
弧
を
施
す
な
ど
、
学
習
者
が
解
釈
を
行
う
た

め
の
工
夫
と
も
取
れ
る
「
改
変
」
も
見
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
「
改
変
」
は
、
想
定
さ
れ
る
読
者
(
教
科
書
の
場
合
は
学
習
者
)
の

解
釈
を
助
け
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
限
り
、
絶
え
ず
行
わ
れ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
「
改
変
」
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
が
、
本
来
の
テ
キ
ス

ト
か
ら
ず
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
そ
れ
を
無
批
判
に
、

絶
対
的
な
も
の
と
し
て
、
学
習
者
だ
け
で
な
く
教
師
自
身
も
、
取
り
扱
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
倶
を
稿
者
は
持
っ
て
い
る
。

実
際
、
「
改
変
」
に
よ
っ
て
、
実
は
著
述
者
が
使
用
し
な
い
語
が
テ
キ
ス
ト
に

紛
れ
込
む
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
、
「
ネ
(
根
ご
と
「
カ
ブ
(
株
ご
で
示
し
た
。

た
だ
、
そ
れ
は
、
実
は
教
科
書
や
注
釈
書
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
徒
然
草
の

古
写
本
を
い
く
つ
か
調
べ
て
み
る
と
、
第
四
五
段
に
「
カ
ブ
(
株
ご
と
い
う
語

が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
教
科
書
・
注
釈
書
と
比
較
で
き

る
よ
う
、
い
く
つ
か
を
次
に
示
す
在
旦
。

(19 ) 

《
烏
丸
本
》

公
世
の
二
位
の
せ
う
と
に
・
良
覚
僧
正
と
聞
え
し
は
・
極
て
は
ら
あ
し
き
人
也
け
り
・
坊

の
傍
に
・
お
お
き
な
る
援
の
木
の
有
け
れ
ば
・
人
・
榎
木
僧
正
と
ぞ
い
ひ
け
る
・
比
名
然
べ

か
ら
ず
と
て
・
か
の
木
を
き
ら
せ
に
け
り
・
そ
の
根
の
あ
り
け
れ
ば
・
き
り
く
ひ
の
僧
正

と
い
ひ
け
り
・
い
よ
1
1
1

は
ら
立
て
・
き
り
く
い
を
ほ
り
捨
た
り
け
れ
ば
・
そ
の
堀
お
お

き
な
る
堀
に
て
て
』
R
2・2
5有
け
れ
ば
・
堀
池
僧
正
と
ぞ
い
ひ
け
る



《
細
川
本
》
・
:
流
布
本
の
一
、
幽
斎
本
系
統
の
根
源
を
な
す
と
目
さ
れ
る
写
本

キ

ン

ヨ

ニ

イ

リ

ヤ

ウ

カ

ク

ソ

ウ

ジ

ヤ

ウ

公
世
【

t
f・
3
に

卒

『

洞

院

ノ

手

E
f
Jの
-
一
位
の
せ
う
と

Z
R朱
で

Eき
と
あ

J
に
良
覚
僧
正
【
人
バ
ウ

E
T】
と
き
こ
え
し
は
さ
は
』
【

2
・
2
Eめ
て
は
ら

z-wに『
F
Z
Jあ
し
き
人
也
け
り
坊
の

エ

ノ

キ

ヒ

ト

キ

ソ

ウ

ジ

ヤ

ウ

か
た
は
ら
Z
傍
に

5
1
1】
に
お
ほ
き
な
る
榎
木
あ
り
け
れ
ば
【

7
2
5人
え
の
木
の
僧
正

コ

ノ

ナ

キ

と
ぞ

s
i
t
-】
い
ひ
け
る
此
名
し
か
る
べ
【
濁

2
2
Jか
ら
ず
【

3
5
3と
て
か
の
木
を
き

ソ
ウ
ジ
ヤ
ウ

ら
れ
に
け
り
そ
の
ね

z-mに『
F
1
1
6あ
り
け
れ
ば
【
濁

2
2
Jき
り
く
ひ
の
僧
正
と
い

ダ
チ

ひ
け
り
い
よ
/
1
1
は
ら

Z傍
に
『

F
Z
J立
て
き
り

Z
R
E
t
-】
〈
ひ

Z
1
2机』
1
1を

ほ
り
す
て
た
り
そ
の
あ
と

zawに『
5
1
1
】
お
ほ
き
な
る
ほ
り
に
て
あ
り
け
れ
ば
円

7
5

ホ
リ
イ
ケ
ソ
ウ
ジ
ヤ
ウ

ぅ
堀
池
の
僧
正
と
ぞ

si--Mい
ひ
け
る
』
E
ょ‘八六
E

《
正
徹
本
》
・
:
徒
然
草
中
、
最
も
書
写
年
代
が
古
い
写
本

公
世
の
二
位
の
あ
に
良
覚
僧
正
と
き
こ
え
し
は
き
は
め
て
腹
の
あ
し
き
人
な
り
け
り

坊
の
か
た
は
ら
に
大
き
な
る
え
の
木
の
あ
り
け
れ
は
人
え
の
き
の
僧
正
と
そ
い
ひ
け
る

こ
の
名
し
か
る
へ
か
ら
す
と
て
か
の
木
を
さ
ら
れ
に
け
り
そ
の
か
ふ
の
あ
り
け
れ
は
き

り
く
ひ
の
僧
正
と
よ
ひ
け
り

い
よ
/
I
1
腹
を
た
ち
て
き
り
く
ひ
を
ほ
り
す
て
た
り

け
る
跡
大
な
る
ほ
り
に
て
有
け
れ
は
ほ
り
け
の
僧
正
と
そ
い
ひ
け
る

《
常
縁
本
》
:
・
伝
東
常
縁
書
写
、
祖
本
が
徒
然
草
の
原
形
本
と
も
い
わ
れ
る
写
本

公
卿
の
二
位
の
兄
に
良
覚
僧
正
と
聞
え
し
は
さ
は
め
て
腹
の
あ
し
き
人
成
け
り

此
名
然
へ
か
ら
す
と
』
【

2
・六

-
E
て
か
お

'1 

き
な
る
榎
の
有
け
れ
は
榎
の
僧
正
と
そ
い
ひ
け
る

の
木
を
さ
ら
れ
に
け
り

其
か
ふ
の
有
け
れ
は
き
り
く
ひ
の
僧
正
と
よ
ひ
け
り

/
¥
腹
を
立
て
き
り
く
い
を
ほ
り
捨
た
り
け
り

よ

甘
門
跡
大
な
る
堀
に
て
有
け
れ
は
ほ

り
け
の
僧
正
と
そ
い
ひ
け
る

こ
こ
で
掲
げ
た
古
写
本
の
翻
刻
か
ら
分
か
る
と
お
り
、
正
徹
本
や
常
縁
本
で
、

「
カ
プ
(
株
ご
と
記
さ
れ
て
い
る

E
2
ま
た
、
表
記
や
語
句
の
問
題
の
み
な

ら
ず
、
様
々
な
点
で
、
教
科
書
や
注
釈
書
の
テ
キ
ス
ト
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

こ
の
よ
う
に
丁
寧
に
見
て
み
る
と
、
短
い
古
文
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
て
も
、
様
々

な
異
同
が
存
す
る
。
そ
れ
は
、
授
業
で
取
り
扱
う
一
冊
の
教
科
書
だ
け
を
見
て
い

て
も
分
か
ら
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
古
文
テ
キ
ス
ト
を
教
材
と
す
る
教
師
は
、
テ
キ
ス
ト
の
こ
と
ば
を

絶
対
的
な
も
の
と
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、
テ
キ
ス
ト
が
「
改
変
」
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
批
判
的
に
分
析
し
て
い
く
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

[
注
]

(20 ) 

骨

平
成
二

0
年
度
小
学
校
学
習
指
導
要
領
で
は
、
第
5
学
及
び
第
6
学
年

2 

内
~ 

廿

〔
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
〕
ア
(
ア
)
と
し
て
、
「
親
し

み
や
す
い
古
文
や
漢
文
、
近
代
以
降
の
文
語
調
の
文
章
に
つ
い
て
、
内
容
の
大
体
を

知
り
、
音
読
す
る
こ
と
。
」
と
記
さ
れ
た
。

* 2 

日
本
語
史
研
究
の
立
場
か
ら
、
国
語
科
教
科
書
に
お
け
る
古
文
テ
キ
ス
ト
の
「
改
変
」

に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
し
て
は
、
野
村
剛
史
『
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

m

一
年
)
に
以
下
の
指
摘
が
あ
る
。

言語

し
言
葉
の
日
本
史
』
(
吉
川
弘
文
館

O 

(
前
略
)
高
校
の
「
古
典
」
は
、
も
と
も
と
の
テ
キ
ス
ト
に
い
ろ
い
ろ
な
操
作
を
加

え
て
い
る
の
で
危
う
い
と
こ
ろ
が
あ
る
(
後
略
)
(
二
頁
)

然た
とと
しえ
てば

る現
代
この
の高
現校
代の
に教
整科
理書
~の

元古
た文
は

歴一
史歴
的史
仮的
名仮
遺名
と遣

ょに
つよ
てつ
、て

た整

と
え
ば
、
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
時
代
ご
二

O
O年
頃
)
の
音
韻
を
再
裕
(
引
用
者



注
、
古
い
時
代
の
言
語
を
「
再
現
・
再
構
築
」
し
よ
う
と
す
る
試
み
(
同
書
五
頁
)
)

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
(
二
九
頁
l

三

O
頁
)

* 3 

本
稿
で
調
査
し
た
「
国
語
総
合
」
教
科
書
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1
国
語
総
合
改
訂
版
(
教
育
出
版
)
、

2
新
国
語
総
合
(
教
育
出
版
)
、

3
探
求
国
語
総

ム
口
(
古
典
編
)
改
訂
版
(
桐
原
書
庖
)
、

4
展
開
国
語
総
合
改
訂
版
(
桐
原
書
底
)
、

5
発

見
国
語
総
合
(
桐
原
書
底
)
、

6
高
等
学
校
国
語
総
合
改
訂
版
(
三
省
堂
)
、

7
新
編
国

語
総
合
改
訂
版
(
三
省
堂
)
、

8
明
解
国
語
総
合
(
三
省
堂
)
、

9
国
語
総
合
(
数
研
出

版)、

ω国
語
総
合
改
訂
版
(
大
修
館
書
底
)
、
日
新
編
国
語
総
合
改
訂
版
(
大
修
館
書

底
)
、
口
改
訂
版
高
等
学
校
国
語
総
合
(
第
一
学
習
社
)
、
日
高
等
学
校
改
訂
版
新
編
国

語
総
合
(
第
一
学
習
社
)
、

M
改
訂
版
高
等
学
校
標
準
国
語
総
合
(
第
一
学
習
社
)
、
日

高
等
学
校
新
版
国
語
総
合
古
典
編
(
第
一
学
習
社
)
、
凶
国
語
総
合
(
改
訂
版
)
(
筑
摩
書

房
)
、
口
精
選
国
語
総
合
古
典
編
(
改
訂
版
)
(
筑
摩
書
房
)
、
問
国
語
総
合
古
典
編
(
東

京
書
籍
)
、

ω新
編
国
語
総
合
(
東
京
書
籍
)
、
却
精
選
国
語
総
合
(
東
京
書
籍
)
、
引
高

校
生
の
国
語
総
合
(
明
治
書
院
)
、
泣
新
精
選
国
語
総
合
(
明
治
書
院
)
、
お
国
語
総
合
(
右

文
書
院
)

* 4 

振
り
仮
名
の
有
無
も
教
科
書
聞
の
異
同
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
既
習
の
語
集
に
振
り

決仮
ま名
るを
側振
面ら
がな
あい
る教
た科
問書
11ミ

援事
立く明、
空振

ib 
は;只

套話
宅無
品は
r前
五隻
げ V-'

tf 
の
関
係
で

* 
5 

ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ツ
ジ

(
F
与
に
言
喧
垣
」

E
N
-
8
5
K
D更
8
弓
金
目
立
国
『
)
に
よ
る
(
最
終

閲
覧
二

O
一
一
年
三
月
三
一
日
)
。

築
島
裕
編
『
訓
点
語
葉
集
成

* 6 

別
巻
』
(
汲
古
書
院

二
O
O九
)
に
収
録
さ
れ
て

い
る
漢
字
索
引
に
よ
る
と
、
「
株
」
字
に
付
訓
さ
れ
た
語
は
、
「
ク
ヒ
セ
」
(
一

O
例)、

「
キ
ノ
ネ
」
(
四
例
)
、
「
ハ
ラ
」
「
モ
ト
」
(
各
一
例
)
で
あ
っ
た
。

* 
7 

い
わ
ゆ
る
和
漢
混
清
文
体
と
さ
れ
る
平
家
物
語
諸
本
(
た
だ
し
、
鎌
倉
時
代
に
成
立

し
た
と
さ
れ
る
も
の
に
限
る
)
の
う
ち
、
党
一
本
系
の
索
引
(
金
田
一
春
彦
・
清
水
功

近
藤
政
美
編
『
平
家
物
語
総
索
引
』
(
学
習
研
究
社

一
九
七
三
)
・
近
藤
政
美
・
武

山
隆
昭
・
近
藤
三
佐
子
共
編
『
平
家
物
語
高
野
本
語
集
用
例
総
索
引

自
立
語
篇
』
(
勉

一
九
九
六
)
)
お
よ
び
増
補
本
系
の
索
引
(
麻
原
美
子
・
小
川
栄
了
大
倉
治
・

佐
藤
智
広
"
小
井
土
守
敏
編
『
長
門
本
平
家
物
語
自
立
語
索
引
』
(
勉
誠
社
二

0
0

九
)
・
北
原
保
雄
・
小
川
栄
一
一
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
索
引
篇
上
下
』
(
勉
誠
社

一
九
九
六
)
)
で
は
、
「
か
ぶ
(
株
)
」
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
、
今

昔
物
語
集
に
つ
い
て
は
、
小
峯
和
明
編
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
別
巻
今
昔
物
語

集
索
引
』
(
岩
波
書
底
二

O
O
ニ
に
「
株
か
ぶ
」
と
し
て
第
七
巻
「
震
旦
幽
州
僧

知
苑
、
造
石
経
蔵
納
法
門
語
第
四
十
五
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
先
に
挙
げ
た
類

阜
県
名
義
抄
(
観
智
院
本
)
の
記
述
か
ら
、
中
世
前
期
に
お
い
て
「
株
」
を
「
か
ぶ
」

と
訓
じ
た
か
は
疑
わ
し
い
。
大
系
本
は
当
該
箇
所
に
訓
を
付
さ
な
い
が
、
大
系
本
を

誠
仕

も
と
に
し
た
索
引
で
あ
る
馬
淵
和
夫
監
修
『
今
昔
物
語
集
漢
字
索
引
』
(
笠
間
書
院

一
九
八
四
)
は
「
ク
ヒ
ゼ
」
と
し
て
い
る
。
馬
淵
編
こ
九
八
四
)
に
よ
る
と
、
大

系
本
中
で
「
株
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
例
は
当
該
箇
所
の
み
で
あ
る
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
い
わ
ゆ
る
和
漢
混
活
文
資
料
で
も
、
中
世
前
期
に
成
立

し
た
と
さ
れ
る
資
料
に
お
け
る
「
か
ぶ
(
株
ご
と
い
う
誇
の
使
用
は
認
め
ら
れ
な
い
。

( 21) 

4降

8 

次
の
影
印
本
に
よ
り
、
翻
刻
を
行
っ
た
。

《
烏
丸
木
》
・
:
東
京
大
学
文
学
部
国
語
学
研
究
室
所
蔵

小
林
祥
次
郎
解
説
『
烏
丸
光

広
本

徒
然
草
』
(
勉
誠
社

一
九
九
六
)

《
正
徹
本
》
:
・
静
嘉
堂
文
庫
蔵

吉
田
幸
一
・
大
西
善
明
編
『
正
徹
自
筆
本
徒
然
草

上
・
下
』
(
笠
間
書
院

二
O
O四
・
二

O
O七
)

《
常
縁
本
》
・
:
古
典
文
庫
所
収

吉
田
幸
一
編
・
村
井
順
校
注
『
古
典
文
庫
第
一
九

O

冊

つ
れ
づ
れ
草

古
典
文
庫
)

常
縁
本
上
巻
』
(
一
九
六

《
細
川
本
》
:
:
:
東
京
大
学
文
学
部
国
語
学
研
究
室
所
蔵

学
文
学
部
国
語
学
研
究
室
蔵

桑
原
博
史
解
説
『
東
京
大

徒
然
草

上
・
下
』
(
勉
誠
社

細
川
幸
隆
本

九

七
八
)

な
お
、
徒
然
草
の
最
も
古
い
形
を
有
す
る
伝
本
か
と
目
さ
れ
る
東
海
大
学
蔵
本
(
い



わ
ゆ
る
藍
表
紙
本
)
に
つ
い
て
も
調
査
し
た
が
、
当
該
箇
所
が
欠
落
し
て
お
り
(
稿

者
の
調
査
に
よ
る
。
東
海
大
学
桃
園
文
庫
影
印
刊
行
委
員
会
編
『
東
海
大
学
桃
菌
文

徒
然
草

I
』
(
東
海
大
学
出
版
会

一
九
九
こ
所
収
の
解
説

に
も
欠
落
章
段
の
指
摘
が
あ
る
)
、
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

庫
影
印
叢
書
第
八
巻

翻
刻
に
当
た
り
、
次
の
よ
う
に
心
が
け
た
。

一
.
古
写
本
の
字
体
は
現
行
の
正
字
体
に
改
め
た
。

一
.
翻
字
注
は
、
[
]
で
括
っ
た
。

一
ペ
ー
ジ
が
改
ま
る
場
合
の
み
、
翻
刻
に
「
」
』
と
頁
番
号
を
付
し
た
。

一
.
読
み
や
す
さ
の
工
夫
と
し
て
、

一
文
が
終
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
に
一
マ
ス
分

の
空
白
を
挿
入
し
た
。

* 9 

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
稿
者
は
明
確
な
答
え
を
持
た
な
い
が
、
正
徹
本
・
常
縁
本
の

書
写
者
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
ど
こ
か
の
段
階
で
、
書
写
者
の
こ
と
ば
が

入
り
込
ん
だ
た
め
で
は
な
い
か
、
と
現
段
階
で
は
考
え
て
い
る
。
「
カ
ブ
(
株
ご
の

語
史
と
併
せ
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

(22 ) 

(
広
島
大
学
附
属
中
・
高
等
学
校
講
師
非
常
勤
講
師
)


